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文責 校長 大串 久隆 

素晴らしい秋晴れの日々、朝夕は少し肌寒さも感じるようになりましたが、保護
者の皆様は、いかがお過ごしでしょうか。学校祭で始まった１０月は、多くの行事が
行われ、生徒の様々な姿が見られました。今回は、その様子を、一挙に紹介します。 
 
高田中生の躍動に、感動した学校祭 
１０月１日、高田中学校「学校祭」が開催されました。当日は、たくさんの保護者の

皆様、地域の皆様にご来場いただき、拍手や歓声とともに、商品販売では、多くの梅干しをお買い上げいただきました。生

徒たちの頑張る姿、真剣に表現する姿、みんなで躍動する姿をご覧いただくことができたことを生徒・職員一同、心から感

謝しています。 

１年生の総合的な学習、「高献」の活動発表          

いきなり、漫才のようなオープニングでスタートした１年生の発表は、な

りきり演技が光る、とても楽しく分かりやすい発表でした。また、その発表の

中に、活動を通して学んだことをしっかりと盛り込んでおり、活動の様子が

きちんと伝わる発表でした。 

                                                            圧巻のｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ漫才  意外と多い梅食品 

２年生の総合的な学習、「高献」の活動発表 

２年生は、経営企画部、商品部、広報部の活動内容を、

丁寧に明確に説明しました。前号でも紹介しましたが、今

年度は、「プロに学ぶ」という視点で多岐に渡る活動を行

っており、それをとてもわかりやすく紹介するとともに、イメ

ージソングや４コマ漫画など、創意に溢れた活動内容の

発表が行われました。                                世界の果てまで行ってＫ 

                                                                      イメージソングを振り付きで紹介 

合唱コンクール 

今年は、合唱練習を９月１２日から開始し、練習時間も昼休みと放課後（１６：４０ま

で）として、限られた時間内で合唱を創りあげるということにチャレンジしました。どの

学年も、練習した成果を発揮しようと、緊張感の中でも、お互いに励まし合い、高め合

う姿が、とても頼もしかったです。今年が最後である 3年生の合唱は、とても素晴らし

く、会場全体が、感動に包まれました。その姿は、きっと１・２年生の心に深く刻まれた

と思います。 

吹奏楽部、３年生のラストコンサート 

吹奏楽部は、この学校祭が３年生とともに演奏できる最後の発表でした。演奏と

映像をリンクさせたり、ドラえもんが登場する劇仕立ての構成も盛り込んだりして、と

ても楽しく、会場が一体となって盛り上がる発表となりました。 

 

龍踊 
今年の学校祭は、３年生龍踊による開幕でした。９月末でも気温は下がらず、水分補給や演技内容を工夫しても、

３０分間以上の通し演技は、過酷なものでした。５月から積み上げてきた練習の成果をどうしても披露したいという生
徒・職員の思いと、演技を安全に行うということの両立を図るために、今年度は、龍踊をプログラム１番に設定しまし
た。朝早くから、たくさんの皆さんが来校くださり、拍手や「もってこーい」の声援をかけていただくことで、生徒たちも
最高の舞を披露できました。 
青龍を寄贈してくださった高来町金崎地区の方々に、「とてもよかった。感動した。」という言葉をいただき、生徒も

職員も「頑張ってよかった。」と実感した学校祭でした。 

龍踊直前。気合十分！    高く、しなやかに、そして大きく！！  お囃子、交替なしの通し演奏、まさに影の立役者 

がんばれ高田 負けるな高田 

できる できる できる！ 
自主・協力・創造 



西彼杵郡駅伝競走大会 選手、部員、みんなで頑張りました。 
１０月４日に諫早市のトランスコスモススタジアムにおいて、西海市・西彼杵郡中

総体駅伝競走大会が開催されました。選手たちは、酷暑であった夏休みも、練習

を積み重ね、各自の記録をコツコツと伸ばし続けて当日を迎えました。今年は、各

学年から、多くの生徒が練習に参加し、男女ともＡ・Ｂチームでエントリーを行いま

した。女子が、ぎりぎりの人数でのエントリーであったこと

もあり、当日には、Ａチームのみの出場となりましたが、男

女とも、練習した成果をしっかりと出し、応援も全力で頑

張って、とても気持ちの良い競技を行いました。 

女子は、１１チーム中１０位。男子は、１４チーム中６位と

１２位でした。                                                        男女とも、スタート直後の写真 

 
「自主」「協力」「創造」を実践し、学年の融和を深めた修学旅行 
１０月１７日～１９日に、大阪・京都へ、

修学旅行に行って参りました。２泊３日

の集団生活を通して、役割を果たすこと

や時間を見て動くことなど、日頃の学校

生活で培ったことを集団行動において

どれだけ実践できるかを、試せる機会

が修学旅行です。今年は２年生と職員

の人数で、バス１台に乗車できたので、

２クラス一緒のバスで旅行に出発しました。  バスレク。さてこの似顔絵は誰先生？ 

２クラス合同のバス移動は、費用を抑えるための対策でしたが、今回の修学旅行

で最高の思い出となるアイデアでした。レク係の呼びかけに、みんなが笑顔で楽しく

反応し、終始、楽しい雰囲気で旅行が行われました。また、お世話になった方々への      ３日目 いざ、大阪城へ 

お礼の言葉や「いただきます。ごちそうさま。」の時に、全員の気持ちを引き締める代表の言葉など、メリハリをきちん

と意識させる係の役割もとても良かったです。２年生のリーダーとしての意識の高まりを実感できる修学旅行となりま

した。この３日間の学びを、ぜひ、今後の学校生活につなげていってほしいです。                                                       

 

 今年のコメの収穫量は・・・  
１０月２３日（月）に、２年生は稲刈りを行いました。本校では、技術科の生物育成の授業として、田植え、稲刈り、脱

穀を行っています。今年は、夏の好天が良い影響を与え、収穫量が多いのではないかと期待されています。 

２３日の５校時に、稲刈りを行い、その稲を、技術室前ピロティで１週間乾燥させて、３１日に脱穀しました。果たし

て、今年は、何ｋｇ収穫できるのか楽しみです。 

ちなみに、今年の２年生は、「高献」の取組で、紫蘇づくりも行いました。学校の農園で栽培した期間は、１ヵ月ぐら

いでしたが、それでも、紫蘇は大きく成長しました。その紫蘇が、１年生の梅干しに使われました。米や紫蘇の栽培を

通して、作物を育てることの大変さや楽しさ、きれいな作物をつくるための心遣いの大切さなど、多くのことを学んだ

と思います。 

貴重な学びの機会を提供くださった原田さんや森さんに、心から感謝いたします。 

  今年は、稲穂が大粒です          刈り取った稲を、技術室前に運びます   技術室前ピロティで乾燥させます 

 

さて、１１月は期末テスト、１２月上旬に１・２年生ＣＲＴテストが控えています。そして、３年生は

高校入試に向けて、追い上げの時期になります。計画的な学習と体調管理を行って、各自が納得のいく結

果が出せるように、頑張ってほしいです。 


